
投

稿

定

。
木
誌
は
毎
年
一
月
一
目
、
及
三
月
・
五
月
、
七
月
、
九
月
、
十

一
月
、
の
二
十
日
に
俊

行
す
。

O
原
稿
は
鍬
女
、
和
文
何
れ
に
て
も
よ
し
。
和
女
一
原
著
に
は
政
支
表
題
及
び
必
ず
外
閣
支

抄
絡
を
添
附
せ
ら
れ
た
〈
敏
文
原
著
に
は
和
文
表
題
及
び
必
ず
和
女
抄
帥
慨
を
添
附
せ
ら

れ
た
し
。

。
原
腐
の
用
語
中
、
固
有
名
詞
は
ナ
ベ
て
固
有
の
実
字
を
使
用
せ
ら
れ
た
〈
、
叉
セ

y
チ

川
川
刊
川
は
纏
を
、

η判
川
引
は
叉
を
、
立
方
叫
叶
判
パ
パ
到
川
は
路
を
使
用
せ
ら
れ
た

し。
O
原
稿
中
の
掃
積
、曲
線
等
は
必
ず
原
稿
紙
以
外
に
更
に
別
紙
と
し
て
感
汁
‘
叉
は
製
国
同

f
y
ク
に
て
書
か
れ
た
し
。
欧
文
は
成
る
べ
〈
判
什
汁
判
什
引
川
を
使
用
せ
ら
れ
た
し

O
原
稿
は
印
刷
し
て
二
十
頁
道
は
無
伐
な
る
も
、
そ
れ
以
上
は
一
頁
に
つ
き
、
実
質
に
準

じ
て
金
を
図
也
、
以
内
を
申
受
〈
。
叉
附
圃
別
表
等
の
印
刷
は
そ
の
賞
授
を
申
受
〈
。
二

十
頁
以
上
の
原
稿
に
で
も
、
こ
れ
を

一
回
二
十
頁
宛
に
分
割
し
て
掲
戦
す
る
事
を
承
誇

τ
ら
る
る
場
合
は
無
代
と
す
。

O
原
稿
の
安
泰
は
到
普
順
に
よ
る
も
、
念
を
要
せ
ら
る
る
肉
は
、
待
別
掲
載
料
と
し
て
一

頁
に
つ
き
金
五
四
也
以
内
の
貸
貨
を
申
受
け
直
ち
に
雲
表
致
す
ぺ
し
。

O
執
筆
者
に
於
て
、
別
刷
御
希
望
の
方
は
、
御
寄
稿
と
同
時
に
特
に
附
言
せ
ら
れ
た
〈
、

五
十
部
迄
は
無
代
贈
与
致
す
べ
き
も
、
そ
れ
以
よ
は
貧
m貨
を
申
受
〈

O
投
稿
用
紙
は
、
な
る
べ
〈
、
本
誌
専
用
原
稿
用
祇
を
使
用
せ
ら
れ
た
〈
、
御
入
用
の
節

は
御
申
越
究
第
会
呈
ナ
。

O
原
稿
は
京
都
品
市
岡
大
闘
争
曲
賞
形
外
科
欽
室
、
伊
藤
教
授
宛
、
御
途
附
下
さ
れ
た
し
。
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昭
和
三
年
九
月
十
五
日
印
刷

昭
和
三
年
九
月
二
十
日
後
行

京
都
市
上
京
区
吉
田
二
本
松
二

O
ノ
ニ

編

総

集

俊

行

者

西

村

政

太

郎

印

刷

京
都
市
下
京
区
柳
馬
場
三
傑
南
入

総
式
曾
絃
似
主
主
堂

者

桂

<lb 

'.Ii! 

代

千

i:p 

局日

京
都
市
下
京
区
柳
馬
場
三
傑
南
入

所

株

式

曾

世

似

玉

堂

~ 

行

京
都
帝
国
大
筆
啓
曲
宇
部
外
科
教
室

所

猪

子

、

伊

藤

雨

敬

授

記

念

曾

様
替
口
座
大
阪
六
九
四
O
四
番

東
京
市
本
郷
区
春
木
町
三
丁
目

南

江

堂

賓

書

店

電
話
小
石
川
一
｛
一
一
五
一
お
締

振

替

東

京

一

四

九

番

京
都
市
上
京
短
寺
町
遁
御
池
南

南

江

堂

京

都

支

店

電
話
本
局
ニ

o
＝一

O
番

振
替
大
阪
一
一
五

O
五
番

京
都
市
丸
太
町
遜
河
原
町
東
入

園

弁

書

店
電

話

上

二

九

九

七

番

振
替
大
阪
一
七
二
七
七
番
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